
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日
受
領

答

弁

第

二

五

三

号

内
閣
衆
質
一
七
四
第
二
五
三
号

平
成
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月
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三
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内
閣
総
理
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由
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夫
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議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
�
嶋
経
済
産
業
大
臣
が
青
森
県
と
六
ヶ
所
村
に
対
し
、
海
外
か
ら
の
返
還
廃
棄
物
受
け
入
れ

を
要
請
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
鳩
山
内
閣
の
閣
内
不
一
致
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
�
嶋
経
済
産
業
大
臣
が
青
森
県
と
六
ヶ
所
村
に
対
し
、
海
外
か
ら
の
返
還
廃
棄
物
受
け

入
れ
を
要
請
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
鳩
山
内
閣
の
閣
内
不
一
致
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
鳩
山
内
閣
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
二
十
二

年
二
月
二
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
〇
号
）
一
、
三
、
四
及
び
六
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て
等
で
お
答
え
し
て
い
る
と
お
り
、

原
子
力
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
み
な
ら
ず
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
安
全
を
第

一
と
し
て
、
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
な
が
ら
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
含
む
原
子
力
の
利
用
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
、
内
閣
と
し
て
の
一
致
し
た
方
針
で
あ
る
。

原
子
力
政
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
御
指
摘
の
青
森
県
及
び
六
ヶ
所
村
を
含
め
、
地
元
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
も
、
そ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
地
元

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
原
子
力
施
設
の
立
地
等
に
係
る
要
請
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
政
党
の
意
見
の
申
入
れ
等
の
相
手
先
に
つ
い
て
は
、
当
該
政
党
自
身
が
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
政

府
に
対
し
て
意
見
の
申
入
れ
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
政
府
と
し
て
適
切
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

一



五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
、
社
会
民
主
党
青
森
県
連
合
が
政
府
と
の
間
で
御
指
摘
の
「
青
森
県
を
最
終
処
分
地
と
し
な
い
確
約
」

を
文
書
で
確
認
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
政
党
の
意
見
の
申
入
れ
等
の
相
手
先
や
内
容
に
つ
い
て
は
、

当
該
政
党
自
身
が
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二


